
熱中症の予防対策
休憩時間の確保・
連続作業時間の短縮

熱中症の救急措置
■意識がある場合は、涼しい場所への避難、脱衣及び冷却、水分・塩分の補給、必要に応じて救急車を要請
■意識がない、自分で水が飲めない場合は、直ちに救急車を要請

労働委員会

熱への順化期間（3～4日）
の設定

定期的な水分・
塩分の補給

透湿性・通気性の良い
服装の着用

日常の健康管理・体調管理
（十分な睡眠・適切な食事等）
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